
官

FbFE誕
生
F
k
r

金
海
古
蹟
志
巻
十
八

賢
粗
略
に
叉
一
式
ム
。
共
の
年
八
月
初
頃
を
ど
り
被
v
成
、
ひ
め
君
様
へ

見
せ
ま
ゐ
お
宮
ん
よ
し
、
利
長
公
御
つ
よ
う
た
せ
ら
れ
、
を

ど
り
の
な
ら
し
有
v
之
。
共
の
を
ど
り
の
時
、
村
井
盟
後
・
安
見
ゐ
き

の
守
・
婿
藤
刑
部
.
此
の
三
人
堕
く
み
に
成
り
、
を
け
結
構
に
・
扱
た

き
物
利
長
公
よ
り
下
さ
れ
、
〈
ぺ
ま
は
り
候
へ
ば
、
を
ど
り
御
座
侯

中
ぐ
ん
じ
わ
・
た
り
申
。
と
あ
り
。
蛍
時
世
の
さ
ま
治
し
は
か
る
べ
し
。

扱
右
の
如
く
見
b
た
れ
ば
‘
伊
勢
砲
と
い
ふ
も
の
金
揮
に
流
行
せ
し

は
、
既
に
慶
長
七
年
の
頃
よ
り
の
事
・
な
り
と
聞
ゆ
。
駿
府
政
事
録
K
、

慶
長
廿
年
三
月
廿
五
日
.
従
昌
今
日
-
府
中
枕
昌
伊
勢
蝿
鰭
人
在
三
朗
々

建
一
-
風
流
-
第
ν
之

d

従
白
易
州
-
臨
出

ψ

奥
州
漣
土
阻
v
之
一
式
々
。
晦
日
伊
勢

摺
頻
也

e

大
紳
宮
飛
来
給
由
申
一
式
々
。
伊
勢
踏
制
v
之
給
。
と
あ
り
。

さ
れ
ば
駿
府
に
は
廿
年
の
春
よ
り
流
行
せ
し
か
ど
、
徳
川
家
康
公
此

に
居
給
ふ
ゆ
ゑ
に
、
頓

τ制
禁
せ
ら
れ
し
と
な
り
。
富
山
邑
停
記
に

は
、
元
和
党
年
伊
勢
を
ど
り
流
行
、
村
々
へ
迭
り
渡
す
と
あ
り
て
、

越
中
宮
山
越
は
元
和
元
年
に
伊
勢
臨
流
行
せ
し
と
見
b
た
り
。
さ
れ

ぽ
三
登
記
に
、
元
和
七
年
の
夏
流
行
の
よ
し
載
せ
た
る
も
の
、
若
し

く
は
元
年
の
誤
聞
た
ら
ん
か
。
し
か
し
富
山
邑
停
記
の
制
限
り
た
る
も

し
る
べ
か
ら
宇
。
常
温
考
す
ぺ
し
。
按
宇
る
に
、
伊
勢
掘
は
伊
勢
紳

一
六

宮
よ
り
始
り
て
、
・
諸
国
に
及
ぶ
と
い
へ
り
。
共
の
起
原
は
如
何
な
る

ゆ
ゑ
た
ら
ん
か
。
日
本
後
記
に
.
延
暦
十
八
年
六
月
己
酉
"
停
=
伊
勢

粛
宮
新
嘗
曾
コ
但
以
a
歌
舞
伎
弘
一
昌
九
月
祭
刊
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
若

し
く
は
か
L
る
事
よ
り
移
り
来
れ
る
に
て
も
あ
ら
ん
か
。

。
神
明
日
待
祭
睦

毎
年
春
秋
雨
度
の
例
祭
を
ぽ
御
日
待
と
稀
し
、
或
は
紳
明
の
夜
祭
と

も
い
へ
り
。
金
津
市
中
に
て
繁
昌
な
る
祭
縄
也
。
故
に
鰭
商
人
も
多

〈
出
づ
る
中
に
も
、
営
祉
に
限
り
あ
ぶ
り
餅
と
一
民
ふ
も
の
を
多
く
商

へ
り
。
或
笠
宮
ふ
。
此
の
餅
は
、
文
政
の
頃
千
日
町
民
居
住
せ
る
梅

田
屋
某
と
い
ふ
者
工
夫
し
、
初
て
賞
一
位
祭
砲
に
持
出
で
商
ひ
け
る

に
、
枇
参
入
甚
だ
賞
翫
し
賀
ひ
行
き
け
る
に
依
っ
て
、
多
く
賀
子
を

出
し
、
此
の
品
の
本
ト
方
を
な
し
来
り
し
か
ど
、
今
は
絵
に
て
も
商
ふ

事
と
成
り
た
り
と
い
へ
り
。
叉
夜
祭
は
、
奮
藩
五
世
参
議
綱
紀
卿
の

時
、
諸
紳
共
に
禁
制
友
り
し
か
E
、
い
つ
し
か
祭
組
夜
祭
の
や
う
に

成
り
た
り
と
い
へ
り
。
按
4
1
る
に
、
元
秘
六
年
八
月
十
日
町
事
行
よ

り
の
達
し
降
、
金
津
市
中
は
勿
論
、
金
部
綬
き
町
端
或
は
河
原
等
、
夜

中
生
菓
子
・
酒
等
質
に
持
出
申
間
敷
。
と
あ
り
。
若
し
く
は
是
等
の
時

夜
祭
の
制
禁
あ
り
た
る
な
ら
ん
か
。
夜
祭
の
事
は
上
代
よ
り
禁
ぜ
ら

-
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れ
た
り
。
類
来
三
代
格
に
載
せ
ら
れ
し
延
暦
十
七
年
十
月
四
日
太
政

官
符
に
.
禁
a
制
雨
京
畿
内
夜
祭
歌
舞
伎
-
事
@
右
被
目
-
右
大
臣
室
-
偽
夜

祭
合
飲
先
巳
禁
断
。
所
司
寛
容
不
v
加
一
昌
捉
揚
吋
一
途
乃
威
供
a

沼
健
二
最
事
=

配
飢
吋
男
女
無
v
別

d

上
下
失
v
序
。
至
v
有
=
闘
争
問
起
鴻
奔
相
遁
吋
一
建
v
法

政
v
俗

e

英
v
甚
E

子
設
吋
自
今
以
後
般
加
-
禁
断
吋
一
祭
必
聾
日
不
』
得
v
及
v
昏

云
品
川
。
と
あ
り
て
、
桓
武
天
皇
の
御
世
既
に
般
禁
せ
ら
れ
た
り
き
。

叉
奮
務
中
は
、
毎
年
E
月
に
は
、
金
津
市
中
に
左
義
長
と
て
紙
旗
を

諮
り
‘
各
町
の
子
供
持
ち
あ
る
を
‘
十
五
日
の
廃
紳
明
の
位
内
へ
持

ち
来
り
て
、
拝
殿
の
前
に
て
焼
き
捨
て
た
り
。
叉
務
士
の
門
戸
等
に

飾
れ
る
飾
葉
・
し
め
縄
な
E
も
、
十
四
日
の
晩
に
持
ち
行
き
け
る
を
‘

十
五
日
の
暁
左
義
長
と
共
に
焼
き
捨
て
た
り
。
右
は
犀
川
口
は
紳

明
枇
、
洩
野
川
口
は
山
上
町
の
春
日
粧
品
持
行
き
、
雨
枇
陪
て
焼
拾

っ
る
例
と
は
成
り
た
り
。
按
宇
る
に
、
右
は
園
初
以
来
の
事
た
ら
ん

か
。
粂
好
法
師
の
徒
然
草
に
‘
さ
ぎ
ち
ゃ
う
は
正
月
に
打
ち
た
る
き

ち
ゃ
う
を
民
言
院
よ
り
紳
泉
苑
へ
出
し
て
焼
あ
ぐ
る
た
り
と
書
置
貯

る
故
事
に
擬
へ
て
、
そ
の
か
み
金
津
・
な
ど
に
も
新
年
の
祝
ご
と
L
は

・
な
し
来
る
に
や
。
和
訓
突
に
、
今
門
戸
に
立

τし
松
・
竹
・
標
縄
等
を

焼
く
は
‘
も
と
紳
祭
に
用
ひ
し
も
の
を
焼
く
が
‘
い
つ
と
な
く
一
つ

金
滞
官
服
志
巻
十
八

に
混
じ
た
る
た
り
。
西
土
の
爆
竹
と
も
似
て
異
な
り
と
い
へ
り
。
さ

れ
ば
金
津
市
中
飾
業
・
標
縄
怠
ど
を
ぽ
‘
紳
明
・
春
日
の
雨
紳
位
へ
持

ち
ゆ
き
、
一
柳
前
に
沿
い
て
さ
ぎ
ち
ゃ
う
と
共
に
焼
拾
っ
る
も
、
紳
祭

に
用
ひ
た
る
物
或
は
守
護
札
た
E
L
一
一
集
に
持
ち
行
く
ゆ
ゑ
た
る
べ

し。O
泉
野
神
明
醤
紳
職
多
国
民
侮

多
岡
氏
は
、
前
編
卯
辰
観
音
院
僻
来
古
筆
の
発
容
に
、
元
組
讃
岐
は
、

観
音
院
開
山
蹴
鹿
若
年
の
時
分
よ
り
召
仕
ひ
、
名
を
猿
市
と
-X
ひ
け

る
を
‘
犀
川
紳
明
を
一
肺
段
取
立
て
、
彼
の
猿
市
を
紳
主
と
た
し
、
後

讃
肢
と
云
ひ
、
二
代
播
勝
・
三
代
丹
後
と
呼
ぺ
り
と
あ
り
で
、
共
の

元
組
讃
肢
は
も
と
彼
の
寺
の
僕
怠
り
し
故
民
、
後
々
ま
で
も
そ
の
尚

線
を
以
て
‘
卯
辰
山
王
祉
の
紳
動
方
を
勤
め
来
り
た
り
。
世
人
も
紳

明
の
多
岡
氏
は
.
観
音
院
の
元
家
来
た
る
よ
し
口
碑
せ
り
。
さ
て
そ

の
子
孫
に
多
田
隠
岐
守
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
人
は
舞
伺
に
名
高
き
と

と
人
口
に
残
り
て
‘
世
人
一
柳
明
の
臭
さ
ま
と
稀
し
、
隠
岐
守
の
mm鋭

を
唱
へ
訣
れ
り
と
い
へ
り
。
人
口
に
股
矢
す
る
伺
。

ど
う
見
て
も
ド
乙
は
梅
の
若
宇
は
え

E
う

見

て

も

鳥

居

は

柿

の

鏡

立七




